
令和9年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

令和8年8月14日

上場会社名 夢みつけ隊株式会社 上場取引所 東

コード番号 2673 URL http://www.steilar.com/company/

代表者 （役職名） 代表取締役 （氏名） 佐々木　ベジ

問合せ先責任者 （役職名） 経理・財務担当 （氏名） 小林　紀俊 TEL 03-6635-1791

配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無 ： 無

決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 令和9年3月期第1四半期の連結業績（令和8年4月1日～令和8年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

9年3月期第1四半期 48 △27.6 2 ― 54 27.8 54 26.3

8年3月期第1四半期 67 4.4 △1 ― 42 43.9 43 40.1

（注）包括利益 9年3月期第1四半期　　28百万円 （△55.5％） 8年3月期第1四半期　　64百万円 （0.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

9年3月期第1四半期 5.40 ―

8年3月期第1四半期 4.28 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

9年3月期第1四半期 3,678 2,923 79.5 288.94

8年3月期 3,651 2,894 79.3 286.10

（参考）自己資本 9年3月期第1四半期 2,923百万円 8年3月期 2,894百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

8年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

9年3月期 ―

9年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 9年 3月期の連結業績予想（令和 8年 4月 1日～令和 9年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

令和9年3月期の連結業績予想につきましては、当社グループは事業再編等を検討しており、現時点では合理的に算定することが困難なことから、未定といたし
ます。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 9年3月期1Q 10,458,000 株 8年3月期 10,458,000 株

② 期末自己株式数 9年3月期1Q 341,300 株 8年3月期 341,300 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 9年3月期1Q 10,116,700 株 8年3月期1Q 10,116,700 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の高まりなどを背景

に、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、物価上昇に伴う消費者マインドの冷え込みや、中東情勢

の緊迫化による資源価格の高騰、金利の上昇や為替相場の変動などにより、先行きは依然として不透明な状況が続い

ております。

このような経済状況のもとで、当社グループ(当社及び連結子会社)は、引き続き財務体質強化に注力してまいりま

した。

各セグメントの業績は次のとおりであります。

① 通販小売事業

通信小売事業においては、カタログの種類を絞った上でコンスタントに発行し、経費の削減を行い、安定して利

益を確保できる事業を目指しております。

以上の結果、通販小売事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は20百万円(前年同四半期比51.3％減)となり、

セグメント利益は4百万円(前年同四半期比34.4％減)となりました。

② 不動産事業

不動産事業においては、販売用不動産の売却を行うとともに所有する不動産の賃貸を行っております。

以上の結果、不動産事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は13百万円(前年同四半期比14.3％増)となり、セ

グメント利益は8百万円(前年同四半期比47.7％増)となりました。

③ 介護事業

ライフステージ株式会社では、介護施設を運営し、デイサービスを行っております。引き続き、売上高の増加を

目指し、利用者数増加のための営業活動の活性化、利用者へのサービス向上の取組みを進めております。

以上の結果、介護事業の売上高は15百万円(前年同四半期比6.3％増)となり、セグメント損失は0百万円(前年同四

半期はセグメント損失0百万円)となりました。

以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は48百万円(前年同四半期比27.6％減)、営業利

益は2百万円(前年同四半期は営業損失1百万円)、経常利益は54百万円(前年同四半期比27.8%増)、親会社株主に帰属

する四半期純利益は54百万円(前年同四半期比26.3%増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ27百万円増加し、3,678百万円となりました。

主な要因は、関係会社株式の増加であります。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ1百万円減少し、755百万円となりました。主

な要因は、未払金の減少であります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ28百万円増加し、2,923百万円となりまし

た。主な要因は、利益剰余金の増加であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

令和９年３月期の連結業績予想については、当社グループは、新たなM＆Aや不動産売却、事業再編等を検討してお

り、業績に与える影響を現時点では合理的に算定することが困難なことから、引き続き未定とさせていただきます。

なお、当該予想につきましては、算定が可能となった段階で速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(令和８年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和８年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,204 29,505

受取手形及び売掛金 13,984 15,016

商品 12,459 13,147

販売用不動産 637,595 637,595

その他 10,195 5,179

貸倒引当金 △945 △933

流動資産合計 696,494 699,512

固定資産

有形固定資産

建物 88,702 88,702

減価償却累計額 △43,863 △43,952

減損損失累計額 △44,839 △44,750

建物（純額） 0 0

車両運搬具 16,654 16,654

減価償却累計額 △16,654 △16,654

減損損失累計額 0 0

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 10,690 10,690

減価償却累計額 △8,370 △9,200

減損損失累計額 △2,320 △1,490

工具、器具及び備品（純額） 0 0

機械及び装置 15,854 15,854

減価償却累計額 △3,008 △3,377

減損損失累計額 △12,845 △12,477

機械及び装置（純額） 0 0

有形固定資産合計 0 0

投資その他の資産

投資有価証券 2,200 2,200

関係会社株式 2,939,449 2,963,735

繰延税金資産 - 291

その他 13,034 13,034

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 2,954,684 2,979,261

固定資産合計 2,954,684 2,979,261

資産合計 3,651,179 3,678,773
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(単位：千円)

前連結会計年度
(令和８年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和８年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,527 2,620

短期借入金 311,419 319,717

１年内返済予定の長期借入金 52,339 59,007

未払金 52,428 43,000

その他 41,807 48,055

流動負債合計 460,523 472,402

固定負債

長期借入金 280,660 265,908

繰延税金負債 609 -

その他 14,795 17,096

固定負債合計 296,065 283,005

負債合計 756,588 755,407

純資産の部

株主資本

資本金 534,204 534,204

資本剰余金 266,761 266,761

利益剰余金 1,846,973 1,901,644

自己株式 △117,739 △117,739

株主資本合計 2,530,199 2,584,870

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 366,220 340,408

退職給付に係る調整累計額 △2,026 △2,108

その他の包括利益累計額合計 364,194 338,299

非支配株主持分 196 196

純資産合計 2,894,590 2,923,366

負債純資産合計 3,651,179 3,678,773
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 令和７年４月１日
至 令和７年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和８年４月１日
至 令和８年６月30日)

売上高 67,269 48,718

売上原価 24,374 10,992

売上総利益 42,894 37,726

販売費及び一般管理費 44,078 35,166

営業利益又は営業損失（△） △1,183 2,560

営業外収益

受取利息 2 0

受取配当金 0 0

持分法による投資利益 46,645 54,163

その他 760 1,263

営業外収益合計 47,408 55,427

営業外費用

支払利息 3,306 3,145

その他 0 -

営業外費用合計 3,306 3,145

経常利益 42,918 54,842

税金等調整前四半期純利益 42,918 54,842

法人税、住民税及び事業税 243 1,072

法人税等調整額 △609 △900

法人税等合計 △366 171

四半期純利益 43,284 54,670

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 43,284 54,670
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 令和７年４月１日
至 令和７年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和８年４月１日
至 令和８年６月30日)

四半期純利益 43,284 54,670

その他の包括利益

持分法適用会社に対する持分相当額 21,383 △25,894

その他の包括利益合計 21,383 △25,894

四半期包括利益 64,668 28,775

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 64,668 28,775

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 令和７年４月１日 至 令和７年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計

通販小売事業 不動産事業 介護事業

売上高

一定時点で移転される財 25,909 - 14,241 40,151

一定の期間にわたり移転され
る財

15,289 - - 15,289

顧客との契約から生じる収益 41,199 - 14,241 55,441

その他の収益 11,828 - 11,828

外部顧客への売上高 41,199 11,828 14,241 67,269

セグメント間の内部売上高又
は振替高

- - - -

計 41,199 11,828 14,241 67,269

セグメント利益又はセグメント
損失(△)

7,468 5,930 △302 13,096

(注) 「その他の収益」は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入であります

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 13,096

全社費用(注) △14,280

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △1,183

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 令和８年４月１日 至 令和８年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計

通販小売事業 不動産事業 介護事業

売上高

一定時点で移転される財 4,942 350 15,136 20,428

一定の期間にわたり移転され
る財

15,120 - - 15,120

顧客との契約から生じる収益 20,062 350 15,136 35,548

その他の収益 - 13,169 - 13,169

外部顧客への売上高 20,062 13,519 15,136 48,718

セグメント間の内部売上高又
は振替高

- - - -

計 20,062 13,519 15,136 48,718

セグメント利益又はセグメント
損失(△)

4,902 8,760 △931 12,731

(注) 「その他の収益」は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入であります

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 12,731

全社費用(注) △10,171

四半期連結損益計算書の営業損失(△) 2,560

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費

(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 令和７年４月１日
至 令和７年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和８年４月１日
至 令和８年６月30日)

減価償却費 -千円 -千円
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度において、重要なマイナスの営業キャッシュ・フローを計上しております。

これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

当社グループは、当該状況を解消すべく、以下の対応策を講じております。

① 売上高の確保、営業黒字化

・通販小売事業におきましては、リニューアルを行った通販カタログの発行回数を増加させることにより、

安定した利益を確保できる体制を構築します。

・不動産事業におきましては、固定経費の削減を進めるとともに、物件売却を進めて参ります。

・介護事業におきましては、営業活動を活性化し利用者増加を進めて参ります。

・上記の活動に加え、引き続き固定経費の削減を継続した上で、中長期的に売上高の維持拡大と安定的な営

業利益を確保できる体制を整えて参ります。

② 資金の確保

・当社では、過去にも十分な実績があることから、保有する資産の担保提供による取引先金融機関からの十

分な資金調達が可能であると判断しております。

・緊急の資金需要が発生した場合には、社長が議決権の過半数を保有している会社等からの借入を行うこと

が可能です。

これらの対応策を実施することにより、当社は、継続企業の前提に重要な不確実性は認められないものと判断し

ております。


